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ＪＲ南武線 連続立体交差事業調査に伴う
測量説明会

川崎市日時 ：平成２７年１１月２７日（金）

場所 ：川崎市立橘高等学校 ４階 マルチホール

都市計画道路 大田神奈川線・
塚越南加瀬線・側道（新設）
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川崎駅
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横浜市鶴見区

事業調査区間 約5.5㎞
川崎区間 約4.5㎞ 横浜区間

約1.0㎞

１ 連続立体交差事業調査平面図

踏切凡例

踏切

踏切（開かずの踏切）

歩行者ボトルネック踏切

凡例

住宅市街地整備の重点地区

再開発地区

大規模企業・研究施設

主な公園緑地

土地利用転換候補地

都市計画道路・国道等（ ）計画幅員

（未整備・事業中区間）
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川崎駅

武蔵小杉駅

尻手駅

【事業調査内容】

・現地調査：地質調査、航空測量、路線測量
・鉄 道：基本設計、概略設計
・そ の 他 ：駅前広場、都市計画道路などの

関連事業に関する検討

完成区間

２ 沿線地域の現状・課題（1/3）

（１）開かずの踏切による渋滞の発生、
周辺道路の混雑

・踏切遮断時間（1時間最大）
51分（平間駅前）、44分（鹿島田）

・踏切渋滞長（最大）
315m（塚越）、230m（平間駅前）

（２）踏切が通学路を遮断し通学児童等や
沿線に住む児童の安全性の低下

・近隣の小学校数
下沼部小学校ほか8校
（踏切横断児童数 435人）

（下沼部小学校）※平成27年度

塚越踏切

塚越踏切
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２ 沿線地域の現状・課題（2/3）

（３）踏切が避難路、緊急輸送道路を遮断し
地域の安全や防災の妨げに

・緊急輸送道路
国道409号
県道大田神奈川
市道古市場矢上線

（４）公共交通機関の速達性、定時性の低下

・踏切死亡事故
6件（H19～24）
（H23 最大82分の遅れ）
（約12000人に影響）

・踏切を横断するバス路線数
12路線（合計649台／日）※④⑤⑥⑦⑨踏切

（川崎市バス、臨港バス、東急バス）

鹿島田踏切

矢向第2踏切
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２ 沿線地域の現状・課題（3/3）

（５）鉄道による地域分断が一体的なまちづくりを阻害

・企業の経済活動や市民の交流を阻害
・回遊性やにぎわいの低下 平間駅前踏切

6



2012/10/22

4

３ 連続立体交差化の整備事例

ＪＲ南武線
（武蔵小杉駅～第３京浜高架下間）
丸子中山茅ヶ崎線

中山街道踏切（他11踏切を除却）
※区画整理事業を併せて実施

事業後

事業前

事業後

事業前

交通の円滑化
災害時の避難路・輸送路の確保

ＪＲ南武線
（稲田堤駅～府中本町駅間）
鶴川街道

矢野口踏切（他14踏切を除却）

地域分断の解消
7

４ 今後の事業スケジュール

事業化に向けた
事業調査を実施中
（２ヶ年程度）

・地質調査、測量

・基本設計、概略設計

・関連事業計画
（道路など）
の基礎検討

次
期
連
立
化
候
補
区
間
と
し
て

国
庫
補
助
調
査
採
択

平成26年度

都市計画決定などに
向けた取組
（３ヶ年程度）

・関連事業計画
（道路など）の検討

・計画段階評価の手続き

・環境アセスメント
（事業段階）
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平成27年度

都
市
計
画
決
定

事
業
認
可
・
事
業
着
手

・用地取得

・工事施工

↑
現在

平成28年度～
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川崎区間 約4.5㎞

５ 測量対象路線の位置（1/2）

踏切凡例

踏切

踏切（開かずの踏切）

歩行者ボトルネック踏切

凡例

都市計画道路・国道等（ ）計画幅員

（未整備・事業中区間）

都市計画道路
３・５・３
大田神奈川線

都市計画決定
昭和21年8月26日

総延長 3,340m
幅 員 15m
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都市計画道路
３・５・10
塚越南加瀬線

都市計画決定
昭和32年12月12日

総延長 2,320m
幅 員 12m

ガス橋

鷹野大橋矢上川橋

塚越踏切

上平間交差点

御幸跨線橋

小倉跨線橋

塚越踏切

事業後

事業前

高架化

拡幅

東京都大田区

①②
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⑤

⑦

⑧

⑨

川崎
区役所

⑬

⑩
⑪

⑫

⑥

（広域避難場所）

川崎駅

④

横浜市鶴見区

川崎区間 約4.5㎞

５ 測量対象路線の位置（2/2）

踏切凡例

踏切

踏切（開かずの踏切）

歩行者ボトルネック踏切

凡例

都市計画道路・国道等（ ）計画幅員

（未整備・事業中区間）

10

上平間

JR横須賀線

側道（新設）

設置位置（検討中）
南武線の西側のみ、東側のみ、
もしくは両側

延 長 2,200m
幅 員 10m前後を想定

道路
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６ 連続立体交差化の整備イメージ

11

現在

道路

将来

※高架化の施工例

複数の踏切を一度に除却
する効果を広く地域に波
及させるために、連続立
体交差化に併せて、周辺
の道路を整備します。

７ 測量範囲（平間駅周辺1/3）

大田神奈川線

15m

15m

測量範囲

平間駅

御幸跨線橋

橘高校

南武沿線道路

府中街道

南武線

JR南武線

25m

25m

測量範囲

12



2012/10/22

7

７ 測量範囲（向河原駅周辺2/3）

向河原駅

橘高校

南武沿線道路

府中街道

ＮＥＣ

綱島街道 JR南武線

25m

25m

測量範囲

南武線
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７ 測量範囲（塚越踏切周辺3/3）

塚越南加瀬線

15m

15m

測量範囲

鹿島田駅

塚越踏切

塚越中学校

新川崎駅

パークシティ新川崎

南武線

交差点検討影響範囲
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作業計画 資料収集、現地調査、作業方法・工程
等の作業計画を立てる

基準点測量

現地測量

測量の基準となる点を現地に設置

線形決定・
中心線測量

現況道路の線形及び沿線の家屋の位
置や形状を調査し、地形図を作成

計画の道路線形図を作成し、中心点を
現地に設置

８ 測量の概要（1/4）

15

水準点設置測量 縦断・横断測量に必要な水準点（仮
BM）を現地に設置し、標高を求める

縦断測量

横断測量

中心杭及び中心線上の地形等を仮BM
の高さを基準に測量を行い、縦断図を
作成

完了

中心杭等を基準にして中心線に対し直
角方向に高さと距離を測定し、横断図
を作成

８ 測量の概要（2/4）
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委託名 都市計画道路 大田神奈川線ほか
路線測量委託

測量作業期間 平成２８年１月上旬から
平成２８年３月下旬まで

（休日を除く）
※作業の進捗状況、天候等により
順延の可能性あり

測量作業時間帯 原則として８：３０から１７：００まで

８ 測量の概要（3/4）
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身分証明書 測量作業の際に常に携行

測量作業に伴い民有地へ立入る際には、

予め地権者の皆様に声を掛けさせてい
ただきます

※建物の中には立ち入りません

委託業者 株式会社 三和
（０４４－９４９－３０３０）

現場代理人 下地 邦利

８ 測量の概要（4/4）

川崎市問合せ先 建設緑政局 計画部 企画課
（０４４－２００－３４９９）
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